
懊 形 文 字 学 習 講 座2
一 ア ッ カ ド語 と新 ア ッ シ リア 文 字 一

もし人が人を告発 して彼に殺人の罪を被せ、彼の有罪
を証明できなか ったなら、彼の告発者 は処刑 される。

「ハ ンムラビ法典」第1条

酒 井 巨立目
一

は じめに

本講 座 は、 全 くの初 心 者beginnerに よ る、 懊 形 文 字cuneiformを 使 う言 語(シ ュ メ ー ル

語 ・ア ッカ ド語 ・エ ブ ラ語 ・ヒ ッ タイ ト語 ・パ ラー語 ・ル ゥイ語 ・フ リル 語 ・ハ テ ィ語 ・ウ

ラル トゥ語 ・エ ラム語 ・古 代 ペ ル シ ャ語 ・ウガ リ ト語 な ど)の 学 習 記 録 で あ る。

第1回 目(1998年 「懊 形 文 字 学 習 講 座 」 『文 化 財 学 報 第16集 』 奈 良 大 学 文 化 財 学 科)は 、

各 言 語 の概 要 や参 考 文 献 、 あ るい は 当面 の学 習手 順 な どを 提 示 した。 第2回 目の 本 稿 で は、

ア ッカ ド語Akkadianと 新 ア ッシ リア文 字Neo-Assyriansignsに 焦 点 を 当 て 、 下 記 の 参 考

文 献 と 「ハ ンム ラ ビ法 典 」 の条 文 を テ キ ス トと し、 文 字 ・音 価 ・単 語 ・文 法 な どの 検 索 に努

と)る。

参考文献

当面、以下の参考文献を用いる。

文 献1DavidMarcus1978『AManualofAkkadiann』UniversityPressofAmerica.

文 献2DouglasB.MillerandR.MarkShipp1996『AnAkkadianHandbook』

Eisenbrauns.

文 献3ThomasA.Caldwell,S.J.,JohnN.OswaltandJohnF.X.Sheehan,S.J.1990

(1974)『AnAkkadianGrammar』MarquetteUniversityPress.

文 献4DanielC.Snell1979『AWorkbookofCuniformSigns』UndenaPublication.

文 献5ReneLabat1995(1948)『Manueld'EpigraphieAkkadienne』Geuthner.

文 献6Marie-LoiseThomsen1991(1984)『TheSumerianLanguage」AcademicPress.

文 献7JohnL.Hayes1990『AManualofSumerianGrammar』UdennaPublication.
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文 献1は 、 ア ッカ ド語 に関 す る初 心 者 用 の マ ニ ュア ル で、 「ハ ンム ラ ビ法典 」・「イ シ ュ ター

ル の冥 界 下 り」・「セ ナ ケ リブ の年 代 記 」 を テ キ ス トと し、 詳 細 に解 説 して い る。 基 本 文 字 表

は新 ア ッ シ リア文 字 に よ る。 巻 末 に語 彙 表 が あ る。

文 献2は 、 ア ッカ ド語 に関 す る総 合 的 なハ ン ドブ ッ クで あ る。 多 くの局 面 で参 考 に な る。

ア ッカ ド語 の様 々 な テ キ ス トに現 れ る文 字 ・音 価 ・単 語 ・文 法 ・人 名 ・神 名 ・地 名 な どの検

索 に用 い る。 後 で紹 介 す る ラバ ッ トの 『文 字 マ ニ ュア ル」 に対 応 す る新 ア ッ シ リア文 字 と音

価 の一一覧 表 や、 複 雑 な動 詞 体 系 も収 録 して い る。

文 献3は 、 ア ッカ ド語 の 文法 学 習 書 で 、 独 語 原 書 か らの英 訳 版 で あ る。 文 例 に 「ハ ンム ラ

ビ法 典 」 を含 むが 、 す べ て 翻 字 され て い る。 巻 末 に詳 細 な語 彙 集 が あ る。

文 献4は 、 新 ア ッシ リア 文字 の 習 字 帳 で あ る。 使 用 頻 度 の高 い110文 字 を 習 字 し な が ら筆

順 と音 価 を覚 え て い く。 同 書 は、 日本 語 の習 字 帳 か ら発 想 を得 た もの で あ る。

文 献5は 、 『ア ッカ ド語 の文 字 マ ニ ュ アル」 で、 出現 期 の シ ュ メ ー ル文 字 か ら新 ア ッ シ リ

ア文 字 まで の字 形 変 遷 も提 示 して い る。 文 字 検 索 の基 本 文 献 で あ る。 同書 は丁 寧 な手 書 き文

字 で 記 され て い るの で 、 シ ュ メ ー ル文 字 か ら新 ア ッシ リア文 字 の習 字 教 材 と して も最 適 で あ

る。 解 説 は仏 文 で 、 巻 末 に語 彙 集 が あ る。

文 献6は 、 シ ュ メ ー ル語 の 本 格 的 な 文 法 書 で あ る。 ア ッカ ド語 文 に現 れ る シ ュメ ー ル語 の

学 習 に用 い る。 ア ッカ ド語 の 学 習 に は、 言 語 体 系 が 異 な る シ ュ メ ー ル語 の学 習 も不 可 欠 で あ

る。 テキ ス トは、 シ ュ メ ー ル文 字 で な く、 す べ て 翻 字 され て い る。

文 献7は 、 シ ュ メ ール 語 に関 す る初 歩 的 な 学 習 帳 で あ る。 ウ ル第 三 王 朝 の王 碑 文 を テ キ ス

トと して 、 文 字 ・音 価 ・語 彙 ・文 法 を 丁 寧 に解 説 して い る。 粘 土 板 の 手 写handcopyや 写

真 が 提 示 され 、 シ ュ メ ール 文 字 の 習 字 に も有 効 で あ る。

学習の手順

当面は、次の作業を繰り返す。
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テキストを新アッシリア文字で習字する

文字番号を検索する

音価を特定する

単語(品 詞 ・意味)を 検索する

簡単な文法の理解に努める

文章の大まかな訳文を作る

関係事項の理解に努める
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1～4の 作 業 に よ って 、 単 語 の 品 詞 と意 味 が 特 定 で きる と、5～6の 作 業 に よ って、 文 章

の主 語 ・動 詞 ・目的語 な ど、 名 詞 の 格 ・性 ・数 な ど、 動 詞 の活 用 ・時 制 ・態 な どを チ ェ ク し

な が ら、 文 章 全 体(文 意)の 理 解 に努 め る。 ただ し、 初 心 者 は、 ア ッカ ド語 の複 雑 な動 詞 体

系 を 的確 に理 解 す る こ と は難 しい。 今 後 は、 そ れ が 重 要 な作 業 とな る。 つ い て は、 時 間 を か

け て学 習 を重 ね る他 は な い。

本 稿 で は、 「ハ ンム ラ ビ法 典 」 第1条 を テ キ ス ト(第1図 学 習 用 に 新 ア ッ シ リ ア文 字 で
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第1図 ハ ンムラ ビ法典第1条(新 ア ッシ リア文字で表記)
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第2図 ハ ンム ラビ法典前文(古 期バ ビロニア文字)

表 記 し直 した もので 、 文 献1の17頁 を筆 写)と す る。

ア ッカ ド語 とハ ンム ラビ法典

ア ッカ ド語 全 体 は、 時 代 的 ・地 域 的 に、 古 期 ア ッ カ ド語(2400～2000B.C)、 古 期 バ ビ ロ

ニ ア 語(1950～1595B .C)、 古 期 ア ッシ リア語(1950～1750B.C)、 中 期 バ ビ ロ ニ ア 語(1595

～1000B .C)、 中 期 ア ッシ リ ア語(1500～1000B.C)、 新 バ ビロニ ア語(1000～625B.C)、 新 ア ッ

シ リア語(1000～600B.C)に 区 分 さ れ る(文 献1)。

バ ビ ロニ ア の ハ ン ム ラ ビ王(在 位1792～1750年)に よ る 「ハ ンム ラ ビ法 典 は、前18世 紀 に、

古 期 バ ビ ロニ ア語 と文字 で 玄武 岩製 の 石 碑 に刻 まれ た もの 。1902年 、 ドゥ ・モ ル ガ ンの率 い

た フ ラ ンス隊 の 発掘 に よ って 、 イ ラ ンの ス ーサ で 出 土 した。 現 在 、 パ リの ル ー ブ ル美 術 館 収

蔵 。 全 体 は前 文 ・1～282条 ・後 文 で 構 成 さ れ 、 特 異 な縦 欄 、3500行 か らな る(第2図

「前 文 」 世 界 の文 字 研 究 会 編 『世界 の文 字 の 図鑑 』1993年 か ら複 写。 左 側 ・矢 印 方 向 に読

み 手 が 立 っ 必 要)。 本 来 は、 バ ビ ロニ ア の シ ッパ ル に 設 置 れ て い た ら しい。

シ ュ メ ール 文 字

ヨ

第3図 ラバ トによ るア ッカ ド語文字 リス ト(文 字番号126)
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新 ア ッシ リア文字

第1条 は、35の 文 字 と11の 単 語 で構 成 され る(第1図)。 そ もそ もア ッカ ド語 は 独 自 の 文

字 を もた ず、 言 語 系 統 が異 な る シ ュ メー ル語 の 文 字(シ ュ メ ー ル文 字)を 借 用 し、 それ を次

第 に簡 略化 して い った経 緯 が あ る。 元 を辿 れ ば 、 シ ュ メ ー ル 絵 文 字pictogramに 由 来 し、

標 準 的 な シ ュ メー ル文 字 か ら古 期 ア ッカ ド文 字 を経 て 、 簡 略 な新 ア ッシ リア文 字 へ と変 遷 し

た の で あ る(第3図)。

初 心 者 が懊 形 文 字 を学 ぶ場 合 、 絵 文 字 に近 く複 雑 な シ ュメー ル文 字(約2000字)や 古 期 ア ッ

カ ド文 字(約800字)よ り も、 約600と 字 数 が少 な く、 懊 の 組 み 合 わ せ が 単 純 な新 ア ッシ リア

文 字 の 方 が 馴 染 み や す い(第3図)。 専 門 家 も通 例 、 ア ッ カ ド語 の 表 記 に は 、 標 準 字 体

normalwritingと して 新 ア ッシ リア文 字 を使 用 す る。 文 献1・2・5も 、 古 期 ア ッ カ ド文

字 で な く、 新 ア ッ シ リア文 字 の リス トを載 せ て い る。

新 ア ッ シ リア語 の文 字 総 数 は、 ラバ ッ ト 『ア ッカ ド語 文 字 マ ニ ュ ア ル』(文 献5)に よ れ

ば、 数 字 を含 め598種 で あ る。 各 文 字 は、 長 い懊(横 右 ・斜右 ・下 方)・ 短 い懊(横 右 ・斜 右 ・

下 方)・ 大 き い襖 ・広 い襖 な ど、 八 種 類 の組 み合 わ せ構 成 で あ る。

新 ア ッ シ リア文 字 の習 字 帳 が、 ス ネ ー ル に よ る文 献4で あ る。 各 文 字 の 筆 順 は、 概 ね 、 左

端 の懊 か ら右 側 の1方 向 へ と書 き進 ん で い く。 文字 個 々 の 筆 順 は、 若 干 の 異 動 もあ る ので 、

同書 を参 照 して練 習 す る。 な を、 当 時 に お け る実 際 の 筆 順 は、 粘 土 版 に刻 まれ た懊 の重 複 関

係 な どを克 明 に観 察 して、 考 古 学 的 に復 元 す る必 要 が あ る。

ラバ ッ トの サ イ ン リ ス ト

ア ッカ ド語 の文 字 番 号signnumberの 検 索 は、 ラバ ッ トの 『ア ッカ ド語 文 字 マ ニ ュ ア ル」

(第3図 以 下 、 『文 字 マ ニ ュア ル」 と略 称)に よ って 実 施 す る。 同 書 は、 ア ッカ ド文 字 検 索

の基 本 文 献 で あ る。 ア ッカ ド語 の全 文 字 に 関 して、 原 初 の シ ュ メ ー ル文 字(同 図 左 側 方 向)

か ら新 ア ッ シ リア文 字(同 図 右 側 方 向)へ の字 形 変 遷 を 網 羅 して い る。 従 って 、 ア ッカ ド語

新 ア ッシ リア文字 音価 単語(大 文字 は シュメール語 ・小文字 はアッカ ド語)
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第3図 ラバ トによ るアッカ ド語文字 リス ト(文 字番号126)
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の学 習 に は同 書 が 不 可 欠 で あ る。

同 書 は、 国 内 で は、 例 え ば東 京 都 三 鷹 市 所 在 の(財)中 近 東 文 化 セ ン ターで も購 入 で き る。

た だ し、 解 説 は仏 文 で あ る。 別 に、 『ア ッ カ ド語 ハ ン ドブ ッ ク』(文 献3)も 、 同書 に対 応 す

る文 字 番 号 と音 価 の 一 覧 表 を収 録 して お り(94～151頁)、 そ の代 用 も可 能 で あ る。

テ キ ス トの各 文 字 は、 『文 字 マ ニ ュ アル』 中 の 文字 一 覧(29～32頁)で 番 号 を 検 索 し、 次 に

同 番 号 の本 欄(40～247頁)で 、 音価 や単 語 の意 味 な ど関 係情 報 を 得 る。

文字番号の検索

「ハ ム ラ ビ法 典 」 の第1条 の一 字 目 に注 目す る(第1図)。 この 文 字 は、 左 側 に 横 向 き の

懊 二 本(部 首)が あ り、 右 側 に は横 向 き懊 二 本 と斜 め に交 差 す るql本 が あ る。

ラバ ッ トの 『文 字 マ ニ ュ ア ル』 は、 ア ッカ ド文 字 全 体 を部 首 毎 に グル ー ピ ン グ し、 各 文 字

に1～598(第3図126番 の文 字)の 番 号 を与 え て い る。 従 って、 グル ー ピ ン グの順 番 を覚

え る と検 索 が ス ム ー ス に進 む こと に な る。 懊 の方 向 が 、横 向 き ・斜 め 向 き ・下 向 きの順 とな っ

て お り、 例 え ば、1か ら123ま で は 「横 向 きryl本 」 の 部 首 とす る文 字 群 が 、124か ら325ま

で は 「横 向 き懊 二 本 」 を部 首 とす る文 字 群 が 並 ん で い る。

同 書 の文 字 一 覧 表 を見 なが ら、 「横 向 き懊 二 本」 の 文 字 が 並 ぶ124番 か ら検 索 を始 め る と、

直 ち に126番(第3図)で 同文 字 に遭 遇 す る。 そ して 、 本 文 の 同 番 号 欄 に は 、 同 文 字 に 関 す

る様 々 な情 報(文 字 形 の変 遷 ・音 価 ・単 語 な ど)が 網 羅 さ れ て い る。 以 降、 テ キ ス トに現 れ

る各 文 字 に関 して 、 同 様 の作 業 を繰 り返 して い く。

音価の特定

第1条 の最 初 の文 字 は、 「横 二 」 を 部 首 とす る126番 の 文 字 で あ る(第3図)。 次 に、 こ

の文 字 の音 価signvalueの 特 定 を行 う。 この 文 字 の 音 価 は、 『文 字 マ ニ ュ ア ル 』 の 音 価 欄

(95頁)に 左 右二 列 に記 され て い る(第3図 音 価 欄)。 つ ま り、 「sum・tag・tak・taq」

(左 側)に 加 え、 「sum6・su14・taka・ta・sum」(右 側)な ど8個 の音 価 を もっ。 これ ら8

候 補 中 か ら適 切 な音 価1個 を選 ぶ 必 要 が あ る。

音 価 欄 の左 側 最 上 位 に は、 使 用 頻 度 の最 も高 い主 候 補 が 位 置 す る。 候 補 が多 い と特 定 は難

しい が、 主 候 補 や基 本 字 音 表basicsignlist(文 献1の2～3頁)を 参 照 し、 妥 当 な 音 価 を

特 定 す る。 当 然 、 主 候 補 以 外 を選 択 す べ き場 合 もあ る。 あ らゆ る局 面 で適 切 な音 価 を特 定 す

る に は、 練 習 を重 ね 単 語 を覚 え る必 要 が あ る。 結 果 的 に は、 主 候 補 の 「sum」 の選 択 が 妥 当

で あ る。 な を、 懊 形 文 字 を ロ ー マ字 表 記 す る こ と を、 翻 字transliterationと い う。

同 じ く、 第1条 の二 文 字 目(第1図)は 、 「横 三 」 を部 首 とす る342番 の 文 字 で あ る(157

頁)。 音価 は 「ma」(左 側)と 「wa」(右 側)の2個 で、 主 候 補 は 「ma」 で あ る。 結 果 的 に
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も 「ma」 の 選 択 が 妥 当 で あ る。 練 習 用 テ キ ス トの第1条 で は、 そ の 二 文 字 目 と三 文 字 目 の

間 に間 隔(石 碑 に刻 まれ た 実 際 の 条 文=文 字 群 を読 む場 合 、 各 単 語 の切 れ 目 を特 定 す る作 業

が 必 要 とな る。 第2図 を 参 照 の こ と)が あ り、 こ こが 単 語 の区 切 りで あ る。

通 例 、 同 一一単 語 を 構 成 す る文 字 群=音 価 群 はハ イ フ ン 「一」 で結 び、 例 え ば、 「vsum-ma」

と転 写transcriptionす る。 そ して 、 単 語 表 記normalizationす べ く、 そ れ らを連 続 させ て、

例 え ば、 「vsumma」 とす る。 この よ うな作 業 を踏 ま え、 次 に、 辞 書 や語 彙 集 な どを用 い て 、

各 単 語 の 品詞 と大 ま か な意 味 を検 索 す る こ と にな る。

【単 語1】sum-ma(126-342)vsumma(接 続 詞)「 も し～ な ら ば 」

単語調べ

ラバ ッ トの 『文 字 リス ト』 で、 各 単 語 を構 成 す る文 字 群(音 価 群)が 特 定 で きる と、次 に、

単 語 の品 詞 と大 まか な意 味 を特 定 す る作 業 とな る。 先 述 の よ うに 、 第1条 は11個 の 単 語 で 構

成 さ れて い る(第1図)。

通 例 、 こ の作 業 に は しか るべ き辞 書 を用 い る。 従 って、 各 自が各 種 の 『ア ッカ ド語 辞 典 」

や 『ア ッ シ リア 語 辞 典 』(例 え ば 、Oppenheim,A.Leo,etal.1956-.TheAssyrian

DictionaryoftheUniversityChicago.OrientalInsutitute.)を 持 っ て お れ ば 理 想 的 で あ

る。 だ が 、 私 を含 めて 、 初 心 者 の大 半 は未 入 手 で あ ろ う。 な れ ば次 善 の策 と して、 当面 、 手

持 ち の参 考 文 献 の語 彙 集glossaryを 活 用 す る。 語 彙 集 は、 通 例 、 各 文 献 の 巻 末 に あ る(文

献1・3・5)。

第1条(第1図)の 最 初 の単 語 は、sum-ma」(字 訳transliteration)=summa」(転

写transcription)で あ る。 そ こで、 そ れ を手 持 ち の語 彙 集 で 検 索 す る と、 次 の 情 報 が 得 ら

れ る。 即 ち、 品 詞 は 「接 続 詞conjunction」 、 意 味 は 「if,whenも し～ な らば 、 ～ の 時 」 で

あ る。

文 献1vsumma「if,when」conjunction

文 献3vsumma「if」

文 献5vsumma「si」

これ ま で の作 業 に よ って、 単 語1に 関 して 、 次 の 情 報 が 入 手 で き た こ と に な る。

文 字 番 号(126-342)

音 価(vsum-ma)
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語 彙(vsumma)

品 詞(conjunction接 続 詞)

意 味 「if,whenも し～ な ら ば 、 ～ の 時 」

な を、 第1条 の 冒頭 の 「も し～ な らば、」 と い う単 語 は、 同 文 の前 半 が 条 件 節protasisで

あ り、 後 半 が 帰 結 節apodosisの 「～ で あ ろ う。 ～ な けれ ば な らな い」 と な る こ と を 示 唆 す

る。 「ハ ン ム ラ ビ法 典 」 の 各 条 文 は、 基 本 的 に は、 こ う した構 成 で あ る。 条 件 節 中 の 動 詞 は

通 例 、 過 去 形(完 了 形 を含 む)preterite(動 詞 は過 去 形 で はあ るが 、 過 去 に実 際 に起 こ っ た

り、 完 了 した こ とで は な い。 文 献3の22頁)で 、 対 す る帰 結 節 中 の 動 詞 は通 例 、 現 代 形(進

行 形 ・未 来 形 を含 む)presentで 記 され る。

【単 語2】a-wi-lum(579-383-565)awilum(名 詞)「 男(が)」

名詞の三っの格

続 い て、 単 語2を 検 索 す る(第1図)。 この単 語 は三 文 字 で構 成 され て い る。 同 様 の 作 業

を進 め る と、 結 果 は上 記 とな る。 品 詞 は名 詞nounで 、 意 味 は 「男(自 由 人一 般)」 で あ る。

こ こで 、 名詞 の 文 法 的 な 検 索 、 即 ち、 格caseの 特 定 を試 み る。 既 に 主 格 と 明 記 した が 、 実

際 に は次 の方 法 で特 定 を 行 う。

名 詞 に は、 主 格 ・属 格 ・対 格 を 示 す 三 つ の 単 語 形 が あ る。 そ の違 い は語 尾 に表 記 さ れ る。

っ ま り、 名 詞 の 格 は、 そ の 語 尾 をみ て 主 格(-um)・ 属 格(-im)・ 対 格(‐am)の い ず

れ か を 判 定 す る。 語 彙 集 で は、 通 例 、 名 詞 は主 格(例 え ば、 「男(が)」awilum)で 示 さ れ

る。 従 って 、 テ キ ス トに、 名 詞 の対 格 や 属 格 が 現 れ た場 合 、 そ れ 自体 は語 彙 集 に見 い だ せ な

い ので 、 先 ず 主 格nominativeに 復 元 し、 そ れ を 検 索 す る必 要 が あ る。 ちな み に、 次 の 単 語

3に そ の対 格 が 登 場 す る。

主 格nominative

属 格genitive

対 格accusative

awilum(‐um)=awilu(‐u)

awilim(‐im)=awili(‐i)

awilam(‐am)=awila(‐a)

ミ メ ー シ ョ ン

語 彙 集 を検 索 す る場 合 、 ミメ ー シ ョンmimationに つ いて の理 解 も必 要 で あ る。

上 記 の 中列 に記 した三 っ の単 語(意 味 は 「男 」)を 見 る と、 いず れ の末 尾 も 「-m」 とな っ

て い る。 この よ うに、 ア ッ カ ド語 で は、 名詞 や動 詞 の 末 尾 が 「-m」 とな る もの が 極 めて 多
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い。 これ が ミメ ー シ ョ ンで あ る。 ただ し、 時 代 が 経 過(古 期 バ ビ ロニ ア語 か ら次 第 に)す る

と共 に、 それ が 脱 落 して い く。 つ ま り、 次 第 に語 尾 の 「m」 が記 され な くな る。 か か る事 情

か ら、 語 彙 集 に よ って は、 末 尾 の 「-m」 を 除 い た形 の単 語 を提 示 す る場 合 も多 い(例 え ば、

awilumをawiluと 表 記 。 上 記 の 右 列 を 参 照)。 例 え ば、 文 献1で は 「awilu」、 文 献3で は

「awilU(m)」 と表 記 して い る。

【単 語3】a-wi-lam(579-383-565)awilam(名 詞)「 男(に)」

文意の理解

単 語2と 同 じ く、 単 語3は 、「男」 を意 味 す る単 語 で あ る。 そ して 、上 記 の主 格(awilum)

に対 す る対 格(awilam)で あ る。 先 述 の よ う に、 主 格 の語 尾 「-um」 が 「-am」 に 置 き

代 わ って対 格 とな る。

な を、 本 稿 の最 後 に紹 介 す る第 一 条 の和 訳 三 例 と も、 「(他の)男 ・人 」 あ る い は 「(別の)

市 民 」 の よ うに、 「他 の ・別 の」 と い っ た訳 語 が 付 記 さ れ るが、 実 際 の テ キ ス トに は()

内 に該 当 す る明確 な単 語 は み られ な い。 各 単 語 の 意 味 や 文 法 的 機 能 な ど を勘 案 して、 全 体 の

文 意 が通 るよ うに訳 語 を補 う こ と も必 要 で あ る。

連結語と前節語

【単 語4】u-ub-bi-ir-ma(318-306-214-232-342)ubbir+ma(動 詞eberu+

i接続 詞)「 告 発 した 、 ま た ～ 」

単語4は 、二 っの単語 が連結、即 ち、 「動 詞 のubbir+接 続詞 のma」 の構成 で

あ る。 「ma」 は、 「また～、 しか し」 な どを意 味す接 続詞で、接尾辞 の形 を とる。

ここで は、 「また～」 の意 味であ る。(単 語7で は、 「しか し」 の意 味)。 次 に述 べ

る文章(節)の 前 の単語 の語尾 に付 け られ る。文 法的 には、前節語encliticと 呼 ば

れ る。『ラルース言語学用語辞典」(1973年)に よれば、前節語 とは、 「ア クセ ン ト

のない文法 的形態素 で、 それに先行 す る語 と結 合 して、 それ と共 に、 ア クセ ン ト

のあ るただ一 っの語 を形成 す る語」(249頁)で あ る。 語彙 集 の検索 に は、 単語 の

連結形 に も注意 す る必要 があ る。

動詞の検索

単語4は 、上記のように、動詞 と前節語が連結 している。次 に、動詞の検索に関 して若干

の解説を加えておこう。
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語 彙集 で は、 通 例 、 動 詞 は不 定詞infinitiveの 形 で 表 示 され る。 従 って、 そ れ以 外 の 動 詞

の様 々 な変 化 形 ・活 用形 に遭 遇(通 例 、 語 彙 集 に載 って い な い)し た場 合 、 いず れ も不 定 詞

形(単 語 集 に載 って い る)に 復 元 し、 そ れ を検 索 す る必 要 が あ る。 従 って 、 動 詞 の 「ubbir」

に 関 して も、 検 索 上 の難 題 に遭 遇 す る。 っ ま り、 「ubbir」 の品 詞 や意 味 を調 べ よ う と、 そ の

ま ま語彙 集 を検 索 して も発 見 で きな い の で あ る。

結 論 的 に は、 「ubbir」(過 去 形)の 意 味 を 語 彙 集 で 検 索 す る に は、 事 前 に 、 不 定 詞 形 の

「eberu」 を復 元(ubbir→eberu)す る 作 業 が 必 要 と な る。 「ubbir」 の 意 味 は 、 語 彙 集 で

「eberu」 を発 見 して こそ特 定 で き る。 この作 業 は、 私 の よ うな全 くの初 心 者 に は難 し く、 以

降、 時 間 を か け て学 習 を重 ね て い きた い。 ち な み に 、 文献1は 、 「ubbir」 を 「accused」 と

英 訳 して い る。

動詞体系の要点

動詞を語彙集で検索する場合、事前に、変化形 ・活用形か ら不定詞形に復元する方法を修

得する必要がある。っいては、当然、アッカド語の動詞体系を十分に理解せねばならない。

動詞活用COnjUgatiOnの 法則性を把握 した上で、様々な変化形 ・活用形(語 彙集に載ってい

ない)か ら不定詞形(語 彙集 に載 っている)を 復元 してこそ、実際に各動詞の意味が検索で

きる。 ここで、動詞体系の要点を整理 してお く(文 献1・2・3)。

1語 彙 集 で は、 通 例 、 動 詞 の 不 定 詞infinitive形 で表 示 され る。

2強 動 詞strongverbと 弱 動 詞weekverbが あ る

3二 分 類(行 動 を示 す 動 詞activeverbs・ 状 態 を 示 す 動 詞qualitativeverbs)が あ る。

4四 っ の 時制tennses(過 去preterite・ 現 代present・ 状 態stative・ 完 了perfect)

が あ る。

5四 っ の活 用conjugations(1=G基 本 ・II=D作 為 ・皿=S使 役 ・rV=N受 動)

が あ る。

6二 っ の 接 中 辞infixes(2再 帰 ・3反 復)が あ る(1は 接 中辞 が な い)。

7語 幹 母 音thematicvowelsに 四 タイ ブ(a/u,a/a,u/u,i/i)が あ る。

8動 詞 の 活 用 形 は、 母 音 ・子 音 ・接 頭 ・接 中 辞 な ど の手 だ て で表 現 さ れ る。

9動 詞 の 主 体 者(人 称 ・男 女 ・単 複)が 接 頭 辞 に表 示 さ れ る。

10例 外 や 明 確 に説 明 で き な い も の(接 中 辞 な ど)も あ る。

11動 詞 の 変 化 モ デ ル は 「parasu」(強 動 詞)を 例 と して 示 され る。
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動詞の語根

動 詞 体 系 に関 す る各 事 項 を、 必 要 に応 じて順 次 、 解 説 して い く。 こ こで は、 強 動 詞 と弱 動

詞 を 解 説 す る。

ア ッカ ド語 の 動 詞 は、 三 子 音 に よ る語 根triliteralrootが 基 本 で あ る。 三 子 音 に よ る動 詞

が 強 動 詞sutorngverbで あ る。 そ して、 第2と 第3語 根 の 問 に 語 幹 母 音thematicvowels

の 「a,i,u」 が挟 まれ る。 動 詞 の変 化 形 は、 語 根 を基 本 に、 各 所 の母 音 ・二 重 子 音 ・接

頭 ・接 中 辞 な ど の変 化 に よ って生 み 出 され る。 先 の 「ubbir(不 定 詞 形 はeberu)」 を 見 る と、

「b・r」 の 二 子 音 が 確 認 で き るが 、 三 子 音 と い う強 動 詞 の基 本 か ら外 れ て い る。 三 子 音 で

構 成 さ れ る強 動 詞 以 外 に、 次 の よ うな各 種 の弱 動 詞weakverbが あ る。

各種の弱動詞

弱 動 詞 には次 の7タ イプ(文 献1の9頁)あ る。 注意 す べ きは、 「w」 や 「n」 は子 音 だ が、

それ が 語 根 に使 わ れ た場 合 、 弱 子 音 の扱 い と な り、 そ の動 詞 は弱 動 詞 に 見 な され る こ とで あ

る。 同 様 に、 「a」 や 「e」 は母 音 だ が、 語 根 と して 使 わ れ る場 合 が あ る。 「ibbir」 の 不 定

詞 形 「eberu」 は、 語 根 が 「ebr」 で あ り、 タ イ プ④ の弱 動 詞 で あ る 。 動 詞 の活 用 形 ・変

化 形 は、 強動 詞 と弱動 詞 で は異 な り、 弱 動 詞 は よ り複 雑 で あ る。

第 一 語 幹 が弱 子 音 の タイ プ(①n-・ ②w-)

第 一 語 幹 が母 音 の タイ プ(③a-・ ④e-)

第 二 語 幹 が弱 子 音 の もの(⑤ 一n-)

第 三 語 幹 が 弱 子 音 い もの(⑥ 一n)

語 幹 が 二 重 に弱 い もの(⑦)

動詞の観察

テキ ス トに現 れ た動 詞 を 理 解 す るの は、 単 語 自体 の ス ペ ル を正 確 に観 察 す る必 要 が あ る。

そ こで 、 「eberu(不 定 詞 形)→ubbir(語 形 変 化 した もの。 過 去 形)」 を比 較 す る と、 次 の 諸

点 が 観 察 で き る。

-
⊥

∩
乙

0
0

4

不 定 詞 形 を 見 る と、 第一 語 幹 が 「e-」 の 母 音 タ イ プ の弱 動 詞(④ タイ プ)で あ る。

変 化 形 の語 頭 が 「u-」(不 定 詞 形 はe→ 変 化 形 はu)で あ る。

変 化 形 の 中 間 が二 重 子 音 「-bb-」(同 上b→ 同上bb)に な って い る。

変 化 形 の二 重 子 音 の後 が 「-i-」(同 上e→ 同上i)と な って い る。
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5変 化 形 の語 尾 がr音 「-r」(同 上ru→ 同 一Lr)で 終 わ って い る。

動詞の活用モデル

「eberu」 は弱 動 詞 で あ る。 しか し、 弱 動 詞 に関 す る活 用 モ デ ル は複 雑 な の で 、 将 来 の 課

題 と し、 一 般 的 な強 動 詞 の活 用 モ デ ル を紹 介 す る。

ア ッカ ド語 の動 詞変 化 を解 説 す る場 合、 通 例、 様 々 な 動 詞 の 中 か ら 「parasu語 幹 はPrs」

(「tocut,separate,test,decide,render」 な どを意 味 す る)を 代 表 させ て 、 その 変 化 モ デ ル

を例 示 す る(文 献1の41頁 。 文 献2の4～11頁 。 文 献3の20頁)。 そ の 一 部(全 体 で は こ の何

倍 もの 活 用 形 ・変 化 形 が あ る)を 下 に示 して お く。 学 習 者 は、 「parasuの 変 化 モ デ ル」 を 見

本 と して 、 他 の 動 詞 の 活 用 形 ・変 化 形 に当 て はめ るの で あ る。

こ こで は、 四 つ の 活 用 形(動 詞 体 系 の要 点 を参 照)に 関 して 、 三 人 称 ・単 数 の過 去 形 と現 代

形 だ けを 例 示 す る(文 献1の6頁)。 動 詞 の 多 様 な活 用 形 ・変 化 形(語 彙 集 に載 って い な い)

か ら不 定 詞 形(語 彙 集 に載 って い る)を 復 元 す る作 業 は、 か か る モ デ ル か ら法 則 性 を学 び取

り、 それ を適 応 す る ので あ る。 た だ し、 「parasu」 は強 動 詞(語 幹 母 音 はa/uタ イ プ)な

ので 、 弱 動 詞 の復 元 は、 強 動 詞 の法 則 性 に加 え、 弱 動 詞 自体 の変 化 ル ー ル(文 献1の10～11

頁)も 考 慮 す る必 要 が あ る。

parasu(不 定 形) iprus(1の 過 去 形)

uparris(IIの 過 去 形)

語apris(皿 の 過 去 形)

ipparis(IVの 過 去 形)

四つの態

iparras(1の 現 代 形)

uparras(IIの 現 代 形)

v
usapras(皿 の 現 代 形)

ipparras(rvの 現 代 形)

動 詞 の 活 用 につ い て 解 説 す る。 基 本 とな る四 つ の 態 、 即 ち活 用 形 は、 通 例 、 ロ ー マ数 字 で

示 さ れ る。1は 能 動 態 の基 本 形 で、 い わ ば、 ヘ ブ ライ語 の パ ア ル態pa'al(カ ルqal動 詞)

に相 当す る。IIは 能 動 態 の作 為 形factitiveで 、 同 じ く ピエ ル 態pi'elに 相 当す る。mは 能 動

態 の使 役 形causativeで 、 同 じ く ヒフイ ル 態hiph'ilに 相 当す る。 そ して 、rVは1の 受 動 態

passiveで 、 同 じ くニ フ アル 態niph'a1に 相 当す る(文 献1の41-42頁 、 『BiblicalHebrew」

90～98頁 、 『ヘ ブ ライ語 入 門』88頁)。

古 代 ヘ ブ ライ語 と対 応 関 係 もあ る の で、 英 文 ・仏 文 ・独 文 な ど に よ るア ッカ ド語 の文 法 解

説 が理 解 で きず らい場 合 、 必 要 に応 じて、 古 代 ヘ ブ ライ語 に関 す る和 文 の文 法 書 も援 用 で き

る。

な を、 動 詞 の不 定 詞 形 か ら、 各 活 用 形 に変 化 させ るに は、 しか るべ く母 音 ・二 重 子 音 ・接
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頭辞 ・接中辞などの手だてが必要である。

【単 語5】ne-er-tam(172-232-381)nertam(名 詞)「 殺 人 罪 ・殺 人 」

女性名詞

単 語5は 名詞 で あ る。 「nertam」 を語 彙 集 で 検 索 して も、 ま た もや 発 見 で き な い。 語 彙

集 に載 って い る の は 「nertu(m)」 で あ る。 「nertam」 の 意 味 を 調 べ る に は、 事 前 に 、 そ

れ が 「nertu(m)」 の変 化 形 ・活 用形 で あ る こ とを 認 識 せ ね ば な らな い。 テ キ ス トに 現 れ た

「nertam」 を見 て 、 先 ず 「nertu(m)」 と認 識 し、 後 者 を単 語 集 で 検 索 す る必 要 が あ る。 こ

の単 語 に理 解 に は、 次 の三 点 に注 意 す る必 要 が あ る。

1単 語集 との関係の問題

2名 詞の格の問題

3名 詞の性別の問題

「ハ ンム ラ ビ法 典 」 の条 文 は、 名 詞 の語 尾 が 「-m」 とな る ミネ ー シ ョ ンが 通 例 で あ る。

これ に対 し、 先 述 の よ うに、 多 くの語 彙 集 は、 そ れ を 除 いた形 で提 示 して い る。 そ こで ミメー

シ ョ ンを考 慮 す る と、 先 ず、 単 語 集 の 「nertu」 は 「nertu(m)」 と も復 元 で き る。

名 詞 の格 に関 して は既 に紹 介(awilum主 格 →awilam対 格)し た。 これ を 参 照 す れ ば、

「nertu(m)」 は主 格 、 「nerta(m)」 は対 格 と理 解 で き る。 これ を 確 認 した上 で 単 語 集 で 検 索

す る と、 「nertu(m)」 は 「殺 人 罪 ・殺 人 」 の 意 味 を もっ 名 詞 とわ か る。

文 献1nertu(m)

文 献5nertu(m)

murdercharge

meurtre

ア ッカ ド語 の名 詞 に は、 男 性masculineと 女 性feminineが あ る。 女性 名詞 は 、 通 例 、 語

根rootに 「-t」 や 「-at」 を付 加 す る。 「殺 人 罪 ・殺 人 」 は、 意 味 は男 性 的 だ が 、 実 際 は

女 性 名 詞 で あ る。 後 者 「-at」 は、 直 前 が 二 重 母 音 の場 合 で あ る(文 献3)。

belum「 男 主 人 」 →beltum「 女 主 人 」

sarrum「 男 王 」 →sarratum「 女 王 」

【単 語6】e-li-su(308-59-354)eli+su(前 置 詞+人 称 代 名 詞)「 彼 に対 して」
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前置詞と照応代名詞

「elisu」=「eli-su」 は、 二 語 の合 成 形 で あ る。 「eli」は 「～ に 対 して 」 な ど を 意 味 す る

前 置詞prepositionで 、 英 語 の 「on,upon,over,against」 な ど に相 当 す る。 「～」 に当 た る

語 は そ の後 に位 置 す る。

一 方
、 「-su」 は、 照 応 の人 称 代 名 詞anaphoricの 対 格 形 で、 接 尾 辞suffixの 形 を と る。

意 味 は 「彼 」 に相 当 す る。 主 格 の 「(ある)男 」 で な く、 対 格 の 「(別の)男 」 に 照 応 す る。

以 下 に、 接 尾 代 名 詞(対 格 形)を 提 示 して お く。

+ni(i)「 私 に対 して」

eli+su「 彼 に対 して」

+si「 彼 女 に対 して」

+ka「 あ な た(男)に 対 して」

+ki「 あ な た(女)に 対 して」

+niati「 私 達 に対 して」

+sunuti「 彼 らに対 して」

+sinati「 彼 女 らに対 して 」

+kunuti「 あ な た達(男)に 対 して 」

+kinati「 あ な た達(女)に 対 して 」

【単 語7】id-di-ma(334-457-342)iddi+ma(動 詞nadu+接 続 詞)「 被 せ た 、 しか し」

動詞の観察

これ は、 動 詞 の 「iddi」 と接 続 詞 の 「ma」 に よ る連 結 語 で あ る。 単 語4で 述 べ た が 、

「ma」 は 「andま た、butし か し」 を意 味 す る。 こ こで は、後 者 が 妥 当 で あ る。

対 す る動 詞 の 活 用形 ・変 化形 で あ る 「iddi」 は、 そ の ま まで は語 彙 集 で 検 索 で き な い 。 結

論 的 に は、 「iddi」か ら、 不 定 詞 形 の 「nadu」 を復 元 し、 そ れ を検 索 す る必 要 が あ る。 だ が、

「iddi」 か ら 「nadu」 を導 き だす こと は難 しい。 っ い て は後 日に学 習 す る こ と と し、 以 下 の

点 を 指 摘 す るに と どめ る。

-

り
乙

0
0

4

語 根 が 「nd」(不 定 詞 形)な の で弱 動 詞(二 重 弱 動 詞 ⑦)で あ る。

先 頭 の 「n」(不 定 詞 形)が 「i」(変 化 形)と な って い る。

中 間 の 「d」(不 定 詞 形)が 二 重 子 音 「dd」(変 化 形)と な って い る。

末 尾 の 「du」(不 定 詞 形)が 「di」(変 化 形)と な って い る。

変 化 形 の 接 頭 の 「i-」 は、 動 詞 の 主 体 が 「彼(3人 称 ・単 数)」 で あ る こ とを示 唆 す る。

子 音 が 一 個(d)な の で 、 他 の 語 根 は母 音 か 弱 子 音 だ ろ う。 また 、 「-dd-」(二 重 子 音)は 、

前 の 「d」の 位 置 に も と も と 「n」が 存 在 し、 そ れ が 後 ろの 「d」 と同 化 して 「dd」 と な っ た
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と 考 え られ る(文 献1の10頁)。 な を 、 「nadu」 は 、 「tocastdown,laydown,lie,pileup」

な ど の 意 味(文 献3)を も っ が 、 文 献1は 、 「nadu」 は 「tobring」 、 「iddi」 は 、 「has

brought」 と 英 訳 して い る 。

語幹母音

語 幹 母 音 の 解 説 を す る。 第二 語 根(子 音)と 第三 語 根(子 音)の 間 の 母 音 を、 語 幹 母 音

thematicvowelsと い う。 強 動 詞 の現 代 形 や 過 去 形 を、 不 定 詞 形 に復 元 した り、 不 定 詞 形 か

ら現 代 形 や過 去 形 な どに変 化 させ るに は、 各 動 詞 の語 根 母 音 の 諸 タ イ プ(a/u,a/a,u/u,

i/i)を 知 って お く必 要 が あ る。

そ こで、(a/u)タ イ プ のparasuと(i/i)タ イ プ のsaraquを 取 り上 げ、1の 現 代 形 と

過 去 形 を比 較 す る た め並 記 して み よ う(文 献1の6頁)。 そ れ以 外 の 部 分 の 変 化 も注 意 しな が

ら、 語 幹 母 音 を注 目 して い た だ こ う。()内 が 語 幹 母 音 の タイ プ で あ る。 各 動 詞 の 語 幹 母 音

タ イ プ は、 文 献1と3に は明 示 され て い る。

parasu(a/uタ イ プ)

saraqu(i/iタ イ プ)

現 代 形iparr(a)s過 去 形ipr(u)s

現 代 形isarr(i)q過 去 形isr(i)q

【単 語8】la(55)(否 定 を意 味 す る副 詞)「not、 ～ で な い」

否定

この単 語 は、 従 位 節subordinateclauseで の否 定 に用 い られ る。 別 に 、 否 定 を 意 味 す る

副詞 に 「ul(文 字 番 号75)」 もあ るが 、 主 文mainclauseに 用 い られ る(文 献3の53頁)。

【単 語9】uk-ti-in-su(130-73-148-354)uktin+su(動 詞kanu+人 称 代 名 詞)「 彼 の 罪

を証 明 す る(単 語8の 否 定 語 を含 む と、 「彼 の 罪 を証 明 しな い」)」

動詞の観察

この単 語 は、 動 詞 の 「ukitin」 と人 称 代 名 詞 の接 尾 辞 「su」 の 二 語 の 合 成 で あ る。 後 者 に

関 して は、 既 に単 語6で 紹 介 した。

130番 の文 字 は、 音 価 と して、 「ug/uk/uq」 の3候 補 が あ る。 こ こで は 「uk」 で あ る。

以 降 の3文 字 の音 価 は、 各 欄 の 主 候 補 が そ の ま ま採 用 で き る。 文 献1は 、 「uktin」 を、 不 定

詞 形 の 「kanu(「toconvict」)」 のII/2(作 為 動 詞 の 再 帰 形)」 と解 説 して い る。 「kanu→

uktin」 と い う変 化(動 詞 の 変 化)に 関 す る解 説 は後 日 と す る が、 若 干 の 指摘 を して お く。
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二 子 音 な の で、 弱 動 詞 で あ る こと が わ か る。

語 頭 の 「u-」 の付 加 は、II(作 為)を 示 唆 す る?

末 尾 の子 音 前 の 「-u-」 が 「-i-」 に変 化 して お り、 完 了 形 を 示 唆 す る?(文 献3

の)

接 中辞infixの 「-t-」 が 付 加 され て お り、 再 帰 形 を示 唆 す る?

末尾 の 「-n」 が後 ろの子 音 に 同 化 しな い例 外 で あ る?(文 献1の20頁)。

【単 語10】mu-ub-bi-ir-su(61-306-214-232-354)mubbir+su(名 詞+所 有 代 名 詞)

「彼 の告 発 者 」

所 有 代 名 詞 の 接 尾 辞

単 語10は 、 名 詞 の 「告 発 者mubbiru」 と所 有 代 名 詞 ・接 尾 辞 の 「su」 と の連 結 語 で あ る。

語 彙 集(文 献1)で は、 「mubbir」 で な く、 「mubbiru」 で単 語 を 発 見 で き る。 っ ま り、 語

尾 に 「-u」 が 付 い て い る。 名 詞 の合 成 形 は、 通 例 、 本 来 の 語 尾 の 母 音 が 欠 落 す る(文 献

3の30頁)。 こ こで は、 接 尾 辞 が 付 加 され た合 成 形 な の で、 語 尾 の 母 音 「-u」 が 欠 落 し、

「mubbir+su」 とな って い る。

接 尾 辞 と して の 「su」 は、 三 人 称 ・男 性 ・単 数 の 所 有 代 名 詞possessiveで 、 意 味 は 「彼

の 一」 で あ る。 下 に、 所 有 代 名 詞 を例 示 して お く(文 献2の2頁)。

‐ya「 私 の 一 」-ni「 私 達 の 一 」

-ka・-ki「 あ な た(男)の 一 ・あ な た(女)の 一 」

-kunu「 あ な た 達(男)の 一 」 ・‐kina「 あ な た 達(女)の 一 」

-SU「 彼 の 一 」-sunu「 彼 ら の 一 」

-sa「 彼 女 の 一 」-sina「 彼 女 ら の 一 」

【単 語11】id-da-ak(334-335-97)iddak(動 詞daku)「 処 刑 さ れ る」

動 詞 の 観 察

何 度 も述 べ た よ うに、 動 詞 の活 用 形 ・変 化 形 な の で、 「iddak」 の ま ま で は 、 語 彙 集 で 発

見 は で きな い。 観 察 す る と、 以 下 の諸 点 に気 づ く。

1二 子 音(d・k)に よ る弱 動 詞 で あ る

2語 頭 に三 人 称 を示 す 「i-」 が付 記 され て い る
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3前 の子 音 が二 重(-dd-)な の で、 受 動 態 で あ る。

単 語11は 、 「殺 す 」 を意 味 す る動 詞 「daku」 の 受 動 態 ・現 代 形(未 来 形 も含 む)で あ る

(文 献1の42頁)。 文 献1で は、 「iddak」 を 「shallbeexecuted」 と英 訳 して い る。

第1条 の 訳 文

これ ま で、 「ハ ンム ラ ビ法 典 」 の 第1条 を テ キ ス トと して 、 そ の文 字 や 単 語 な ど の 検 索 を

試 み て きた。 そ れ ら各 情 報 を総 合 して、 第1条 全 体 を和 訳 す る こ とに な る。 こ こで 、 信 頼 で

き るア ッカ ド語 の専 門 家 に よ る、 第1条 の和 訳 三 例 を紹 介 す る。 両 者 の表 現 に 若 干 の 差 はあ

るが、 お お む ね文 意 は共 通 す る。 上 記 の作 業 結 果 と重 ね て参 照 して い た だ きた い。

(a)「 第1条 もしある市民が、他の市民を殺人の罪で訴え、 しか しその罪を確証 でき

ないならば、訴えた者は殺されなければならない」(渡 辺和子1991年 「ハ ンムラビ王」

『朝日百科 世界の歴史 紀元前の世界」朝日新聞社)

(b)「 第1条 もしある人が別の人を人殺 しと訴え、その証拠を示すことがなかったな

らば、訴えた人は死に処せ られるであろう」(ジ ャン・ボテロ 『メソポタミア」松島

英子訳1998年 法政大学出版局)

(c)「 第1条 もし人が(他 の)人 を起訴 し、彼を殺人(の 罪)で 告発 したが、彼(の

罪)を 立証 しなか ったなら、彼を起訴 した者は殺されなければならない」(中 田一郎

1999年 ハ ンムラビ 「法典」Lithon)

おわ りに

ここで、予定の時間がきたので、本講座を一旦終了する。当然ながら、初回の学習には多

くの不明点や様々な誤解が生 じた。これか ら時間をかけて学習を進あていくが、誤解などを

発見 し次第、それらを正 していきたい。今後は、特に、アッカ ド語の複雑な動詞体系の理解

に努める。
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